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22 世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町
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人口のうごき （平成25年10月1日現在）

世　帯　5,567戸（△8）人　口　12,681人（△21）
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愛育委員会活動報告 豊野支部
　７月２日、豊野小学校６年生を対象とした、親子料理教室に参加しました。
　料理教室では、今年度愛育委員会の重点活動の一つである「生活習慣病予防の推進」を取り上げ、減
塩テープによる「わが家の塩分チェック」を行いました。この塩分チェックとは、それぞれの家庭から持
ち寄ったみそ汁に減塩テープを浸すと塩分濃度が分かるというもので
す。
　結果では「からい」と出た方もおられましたが、ほとんどの方は「ふ
つう」でした。塩分は体には必要なものですが、とり過ぎるとさまざ
まな病気を引き起こしてしまいます。毎日の生活の中で、この小さな
チェックが健康な体を保つ秘訣ではないでしょうか？
　私たち地域の愛育委員もささやかながら「元気なあなた」を応援し
ていきたいと思います。

  材　料   作り方
①白菜は、たっぷりの熱湯でしんなりと茹でザルに広げて冷まし、クッキングペーパーの上に並べて

水気をふく。
②まな板に①の白菜3枚の葉先を手前にして置き、少し重ねて並べ、片栗粉を少々をふる。
　この上に豚肉3枚を少し重ねて並べ、片栗粉を

少々ふる。手前から向こうにクルクルと巻く。全
体をタコ糸で巻いて形を整え残りも同様にし
て作る。

③鍋にだし汁を入れて煮立たせ、Ａを加えて混ぜ
る。②を加えてふたをし、弱火で15分ほど煮る。

④③の鍋から白菜を取り出し、タコ糸を外し食べ
やすい大きさに切り、器に盛る。

⑤③の鍋に水溶き片栗粉を入れる。とろみがつい
たら④にかけ小口切りにしたねぎを散らす。

ロール白菜のうま煮（２人分）

白菜（外側の葉）……………………………… ６枚
豚もも肉（薄切り）…………………… 6枚（１６０ｇ）
片栗粉……………………………………… 適量
細ねぎ……………………………… 適量（好み）
だし……………………………………… カップ１
　　酒・みりん………………………… 各大さじ１
　　砂糖・しょうゆ…………………… 各小さじ１
　　塩…………………………………小さじ１/２
片栗粉…………………………………… 大さじ１
水………………………………………… 大さじ１

料理名

エネルギー：241kcal　たんぱく質：19.0ｇ　カルシウム：129mg　食塩：1.8ｇ

 栄養委員さんからのワンポイントアドバイス
＊豚バラ肉でも、とてもおいしいです。

巻き終わりをつまようじで何カ所か止めるとより簡単にできます♪
★白菜の栄養
　ほとんど水分ですが、芯のあたりにはビタミンＣやカルシウムが含まれています。
　これからの季節鍋には欠かせない食材のひとつではないでしょうか。
　また、中国では、体が温まる白菜鍋は風邪の予防薬とも言われているそうです。

大和栄養委員からのおすすめ野菜料理
今月の旬の野菜
白　菜

Ａ

野菜を食べよう
！
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男　6,070人（△17）
女　6,611人（△ 4）

香典返し 土井秀己（和田）30,000 円　　　椎木康徳（上田東）金一封　　　匿名　金一封
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特　集

中
学
生
国
際
交
流
研
修

吉
備
中
央
町

～
中
華
人
民
共
和
国
江こ

う
蘇そ

省し
ょ
う

淮わ
い

安あ
ん

市し

淮わ
い

安あ
ん

区く

と
の
国
際
交
流
～

　

日
中
国
交
回
復
と
友
好
に
生
涯

を
尽
く
し
た
岡
崎
嘉
平
太
氏
の
出

身
地
で
あ
る
本
町
と
、
周
恩
来
総

理
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
中
華
人
民

共
和
国
江
蘇
省
淮
安
区
は
、
二
人

の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
互
い
の
信

頼
と
友
情
を
深
め
る
た
め
、
平
成

５
年
に
互
い
に
表
敬
訪
問
を
行

い
、
同
年
11
月
、
友
好
交
流
に
関

す
る
意
向
書
を
交
換
し
ま
し
た
。

平
成
７
年
に
は
覚
書
の
締
結
。
平

成
11
年
に
友
好
提
携
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

以
来
、
中
学
生
を
中
心
に
、
女

性
団
体
や
議
会
の
交
流
を
行
い
、

相
互
の
友
好
と
親
善
を
深
め
て
き

ま
し
た
。

　

中
国
へ
の
訪
問
団
の
派
遣
事
業

も
今
回
で
９
回
目
と
な
り
、
町
内

の
中
学
生
８
名
が
選
ば
れ
、
引
率

者
４
名
を
含
む
12
名
の
訪
問
団

で
、
中
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。

出
発
・
歓
迎
会
（
８
月
19
日
～
20
日
）

　

上
海
空
港
で
は
、
淮
安
区
教
育
局
副
局
長
（
張
克
富
さ
ん
）・
淮
安
区
課
長

（
陸
麗
華
さ
ん
）・
江
蘇
省
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
丁
朱
蕾
さ
ん
の
出
迎
え
が
あ

り
ま
し
た
。

　

20
日
に
行
わ
れ
た
歓
迎
会
で
は
区
の
職
員
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々

に
よ
る
、熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
中
学
生
た
ち
は
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
円
卓
を
囲
み
な
が
ら
、
慣
れ
な
い
中
国
語
を
使
っ
た
り
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
交
え
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

４
組
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
熱
烈
な
お
も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
翻
訳
ソ
フ
ト
を
利
用
し
て
会
話
を
し
た
り
、

日
本
か
ら
持
参
し
た
写
真
を
会
話
の
き
っ
か
け
に
し
た
り
し
な
が
ら
、
家
族

と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

22
日
の
別
れ
の
日
に
は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や
住
所
を
交
換
し
た
り
、
家

族
と
握
手
を
交
わ
し
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
た
り
、
涙
を
流
す
光
景
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

２
日
間
と
い
う
本
当
に
短
期
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
し
た
が
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
は
す
ば
ら
し
い
体
験
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

壮
行
式
で
は
町
長
、
町
議
会
議
長
、
国
際
化
推
進
協
会
井い
の

上う
え

弘ひ
ろ

志し

会
長
か
ら
激
励
の
言
葉
が
掛
け
ら
れ
、
訪
問
団
は
岡
山
空
港
か
ら
上

海
へ
向
け
出
発
し
ま
し
た
。淮安区からは、西遊記の本が記念品と

して贈られました
学生リーダー森山ほのかさん（加茂川
中）による決意表明

豪華な料理で歓迎を受けました 町長より、淮安市長・淮安区長への親
書を受けとる岡㟢団長

中国訪問記
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（
８
月
20
日
～
22
日
）

「
中
学
生
国
際
交
流

�

研
修
事
業
　
引
率
記
」

訪
問
団
団
長

　
町
協
働
推
進
課
長

岡
おか
㟢
ざき
　道
みち
雄
お

　

こ
の
た
び
吉
備
中
央
町
中
学
生
国
際
交

流
研
修
団
の
引
率
者
と
し
て
中
華
人
民
共

和
国
江
蘇
省
淮
安
市
淮
安
区
へ
訪
問
の
機

会
を
い
た
だ
き
、
過
日
訪
中
し
て
参
り
ま

し
た
。

　

今
回
こ
の
事
業
着
手
に
際
し
て
は
、
尖

閣
諸
島
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
、
Ｐ
Ｍ
２
・

５
の
大
気
汚
染
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
々
の
気
に
な
る
課
題
が
山
積
で
、「
募

集
し
て
も
応
募
が
あ
る
だ
ろ
う
か
」「
時

期
を
少
し
遅
ら
そ
う
か
」
な
ど
、
心
配
は

日
を
増
す
ご
と
に
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
心
配
を
中
学
生
た
ち

が
振
り
払
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
中
国
訪
問

へ
大
き
な
期
待
を
胸
に
秘
め
た
中
学
生
が

応
募
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

　

結
果
、
計
画
ど
お
り
８
月
19
日
～
25
日

の
６
泊
７
日
で
淮
安
へ
向
か
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

出
発
の
日
は
、飛
行
機
の
時
間
も
あ
り
、

早
朝
６
時
か
ら
出
発
式
を
行
い
、
町
長
や

議
長
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
激
励
の
言
葉

を
胸
に
、
岡
山
空
港
か
ら
上
海
浦
東
空
港

へ
向
か
い
ま
し
た
。
出
発
前
の
情
報
で

は
、
中
国
は
摂
氏
40
度
を
超
え
る
猛
暑
の

季
節
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
心
配
し
な

が
ら
上
海
浦
東
空
港
へ
着
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
み
ん
な
の
訪
中
を
歓
迎
し
て
く
れ

た
の
か
、
数
日
前
か
ら
暑
さ
が
和
ら
い
だ

よ
う
で
、
摂
氏
33
度
く
ら
い
に
下
が
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
暑
い
の
は
暑
い
！

汗
が
噴
き
出
る
よ
う
で
し
た
。

　

空
港
に
は
淮
安
区
か
ら
の
お
出
迎
え
を

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
挨
拶
も
そ
こ
そ
こ

に
、
迎
え
の
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
こ
の
日

の
宿
泊
地
蘇
州
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
中

国
は
高
速
道
路
網
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で

進
め
ら
れ
て
い
て
、
バ
ス
も
思
っ
て
い
た

よ
り
快
適
で
し
た
が
、
如
何
せ
ん
目
指
す

淮
安
ま
で
は
遠
く
、
一
気
に
向
か
う
に
は

少
し
無
理
の
よ
う
で
、
中
途
に
、
蘇
州
古

町
や
楚
州
庭
園
の
視
察
を
挟
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
蘇
州
の
風
景
は
と
て
も
素
敵

で
、
悠
久
の
歴
史
に
想
い
を
は
せ
る
と
と

も
に
、
中
国
に
来
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。

　

待
ち
に
待
っ
た
淮
安
区
に
到
着
し
た
の

は
、
２
日
目
の
夕
刻
で
し
た
。

　

宿
泊
地
の
ホ
テ
ル
に
着
く
と
「
熱
烈
歓

迎
」
と
書
か
れ
た
赤
い
横
断
幕
と
共
に
、

淮
安
区
役
所
の
方
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
方
々
が
、
温
か
い
拍
手
と
や
さ
し
い
笑

顔
で
迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。「
懐
か
し

い
笑
顔
が
」
と
思
っ
て
い
る
と
、
昨
年
８

月
の
訪
日
団
の
董
団
長
さ
ん
と
副
団
長
の

咸
さ
ん
で
し
た
。
歓
迎
宴
会
で
は
董
副
区

長
さ
ん
の
挨
拶
に
、「
国
の
情
勢
は
、
か

な
り
厳
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
吉
備
中
央

町
と
の
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流
こ
そ
継
続

し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
」
と
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。
中
国
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
を
持
た
れ
て
い
る
方
も
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
、
率
直
な
ご
挨

拶
を
い
た
だ
く
と
「
草
の
根
交
流
」
の
大

切
さ
を
思
う
心
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
り
、

こ
の
絆
を
絶
や
し
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　

淮
安
２
日
目
は
、
区
内
の
学
校
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。中
に
は
、約
６
，０
０
０

人
の
生
徒
に
教
師
約
３
０
０
人
の
大
規
模

な
全
寮
制
の
学
校
や
「
幸
せ
な
学
校
」
を

目
標
に
ゆ
と
り
教
育
を
行
い
つ
つ
、
衣
食

住
に
つ
い
て
も
専
門
家
を
配
置
し
情
操
教

育
を
進
め
る
学
校
な
ど
、
各
分
野
に
高
い

レ
ベ
ル
の
情
報
を
提
供
し
て
優
秀
な
人
材

の
育
成
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
重
き
を
置
く
強
い

姿
勢
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

淮
安
３
日
目
、
こ
の
日
は
午
前
中
に
地

元
小
学
校
で
の
交
流
会
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
午
後
に
は
淮
安
を
離
れ
る
日

で
も
あ
り
ま
し
た
。
友
好
交
流
会
は
、
周

恩
来
紅
軍
小
学
校
で
行
わ
れ
、
小
学
校
の

子
ど
も
た
ち
が
日
ご
ろ
練
習
し
て
い
る
民

俗
芸
能
な
ど
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
そ
の
見
事
な
出
来
栄
え
に
訪
中
団

の
み
ん
な
か
ら
感
嘆
の
声
が
聞
こ
え
ま
し

た
。
訪
中
団
の
中
学
生
た
ち
は
、
日
本
で

練
習
し
て
き
た「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
節
」

と
「
う
ら
じ
ゃ
総
踊
り
」
を
披
露
し
ま
し

た
。
中
国
の
子
ど
も
た
ち
を
巻
き
込
ん
で

一
緒
に
踊
っ
た
「
う
ら
じ
ゃ
総
踊
り
」
で

は
、
お
互
い
に
手
と
手
を
繋
ぎ
、
大
き
な

歓
声
と
明
る
い
笑
顔
の
溢
れ
る
と
て
も
素

敵
な
時
間
を
共
有
で
き
た
こ
と
は
感
激
で

し
た
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
が
、
将
来
の
日

本
と
中
国
の
懸
け
橋
に
な
っ
て
く
れ
た
ら

と
願
う
よ
う
で
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
、
２
日
間
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

今
回
、
お
世
話
に
な
っ
た
家
は
マ
ン
シ
ョ

ン
３
軒
と
1
戸
建
て
１
軒
の
家
庭
で
、
み

ん
な
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
熱
烈
な
歓
迎
を

受
け
た
よ
う
で
す
。
い
よ
い
よ
淮
安
の
地

を
離
れ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
家
族
と
別
れ

の
時
を
迎
え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
本
当
に

心
か
ら
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
る
様
子
が
見

て
取
れ
ま
し
た
。
バ
ス
に
乗
り
込
み
、「
謝

謝
! !
謝
謝
! !
」
と
い
つ
ま
で
も
大
き
く
手
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「
日
中
友
好
の

�

架
け
橋
に
な
り
た
い
」

リ
ー
ダ
ー

　
加
茂
川
中
学
校
３
年

森
もり
山
やま
　ほのかさん

学
校
訪
問
・
教
育
懇
談
会
（
８
月
22
日
）

　

視
察
研
修
で
は
、周
恩
来
総
理
に
ゆ
か
り
の
あ
る
施
設
や
、西
遊
記
の
作
者

で
あ
る
呉
承
恩
の
生
家
の
視
察
、博
物
館
、動
物
園
等
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

淮
安
区
内
に
あ
る
学
校
５
校
（
曙
光
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
学
校
・
実
り
ん
中
学

校
・
淮
安
外
国
語
学
校
・
淮
安
高
校
・
周
恩
来
紅
軍
小
学
校
）
の
訪
問
で
は
、

地
元
の
テ
レ
ビ
局
の
取
材
班
も
同
行
。

　

中
で
も
、
周
恩
来
紅
軍
小
学
校
で
は
、
友
好
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
小
学

生
の
か
わ
い
ら
し
い
踊
り
や
、
少
数
民
族
の
管
楽
器
に
よ
る
演
奏
会
・
手
話

に
よ
る
歌
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訪
中
団
の
中
学
生
は
、
ハ
ッ
ピ
と
は
ち
ま
き
を
身
に
つ
け
て
「
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
」「
う
ら
じ
ゃ
総
踊
り
」
を
披
露
し
ま
し
た
。
会
場
は
大
き
な
拍
手

に
包
ま
れ
、
発
表
後
の
子
ど
も
た
ち
の

顔
に
は
満
面
の
笑
み
が
浮
か
ん
で
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
開
催
さ
れ
た
、教
育
局
局
長
、

副
局
長
、校
長
、生
徒
代
表
４
名
（
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
の
子
ど
も
た
ち
）
と
、
訪

問
団
員
12
名
が
出
席
し
た
教
育
懇
談
会

で
は
、
各
学
校
の
教
育
方
針
等
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

教
育
方
針
と
し
て
、「
高
品
質
な
教

育
」「
子
ど
も
の
願
い
を
か
な
え
ら
れ

る
よ
う
な
教
育
」
を
目
標
に
掲
げ
、
放

課
後
も
自
分
の
好
き
な
科
目
を
選
択
し

て
学
習
を
行
う
な
ど
、
高
い
レ
ベ
ル
の

教
育
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

交流会・教育懇談会の様子紅山動物園ではジャイアントパンダを
見学しました

世界遺産にも登録されている蘇州古典
園林のひとつである拙

せっ
政
せい
園
えん

貴重な資料が収蔵されている
周恩来記念館　　　　　　　

周恩来総理の生家敷地内には岡崎嘉平
太氏が桜を植樹されています

上海にある東方明珠
電視塔（テレビ塔） 淮安外国語学校訪問

紅軍小学校児童の手話歌では訪問団も
飛び入り参加

視
察
研
修
（
８
月
21
日
～
24
日
）

　いろいろな文化や習慣
の違いがあり、新鮮でし
たが、きちんとあいさつ
やお礼をすることなどの
礼儀は同じでした。

竹
荘
中
学
校

１
年
生

早は
や

川か
わ

　
竜た

つ
生き

さ
ん

　中国人の優しさ・心の温
かさを心で感じることが
できました。
　「中国を知るには、まず
行って見ることだ」嘉平太
さんの言葉どおりでした。

団　
員

町
協
働
推
進
課

主
査

片か
た

山や
ま

　
和か

ず
子こ

さ
ん

　とても楽しい１週間で
した。特にホームステイ先
での２日間が心に残って
います。
　もう２カ月くらい中国
に居たかったです。

加
茂
川
中
学
校

１
年
生

山や
ま

本も
と

　
佑ゆ

う
人と

さ
ん

　僕に、研修先の中国人の
方は優しく接してくださ
いました。
　なので、日本で外国人に
接する機会があれば僕も
やさしく対応したいです。

大
和
中
学
校

２
年
生

堀ほ
り

　
　
健た

け
聖き

よ
さ
ん

　淮安区の皆さまの「おも
てなし」に感動しました。
　日中の文化に違いはあ
れど、理解し合いたいとい
う思いは同じであること
を強く実感しました。

団　
員

加
茂
川
中
学
校

教
諭

木き

口ぐ
ち

　
知と

も
美み

さ
ん

　２日間ホームステイし
たことで、中国家庭の生活
や同世代の男子と話をし
たこと。
　たくさん良いところを
見つけることができた。

加
茂
川
中
学
校

３
年
生

坂さ
か

田た

　
一か

ず
馬ま

さ
ん

　ホームステイ先の人は
とても優しく、僕が分か
らないと手話で分かりや
すく教えてくれたこと
が、印象的でした。

大
和
中
学
校

２
年
生

石い
し

井い

　
宝た

か
準し

さ
ん

　「中国をもっと知りた
い、中国人ともっと話し
たい」と話された、嘉平太
先生の御言葉をやっと実
感できました。

副
団
長

町
国
際
化
推
進

協
会
事
務
局
長

小お

野の

　
有ゆ

貴き

さ
ん

　「自分の目で見て聞いて
学ぶ大切さ」「人と人との
交流の大切さ」を学んでき
た。
　これからも良い交流が
続くよう、協力したい。

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

加
茂
川
中
学
校

３
年
生

山や
ま
﨑さ

き
　
功こ

う
世せ

い
さ
ん

　私は、今回の研修で中国につい
てより知識を深められたので、参
加してよかったと思っています。
　この研修事業に関わった皆さ
ま方には本当に感謝しておりま
す。

大
和
中
学
校

３
年
生

難な
ん
波ば

　
り
え
さ
ん

参加者から
一言

国際交流研修
を終えて

江こ
う
蘇そ

省し
ょ
う

淮わ
い
安あ

ん
市し

淮わ
い
安あ

ん
区く

　
南
京
市
の
北
約
１
９
０
㎞
に
位
置

し
、
面
積
約
１
６
０
０
㎢
、
人
口
約

１
２
０
万
人
の
都
市
で
す
。

　
歴
史
は
古
く
、
今
も
な
お
貴
重
な

建
造
物
等
が
残
さ
れ
て
お
り
、
周
恩

来
総
理
な
ど
多
く
の
偉
人
を
輩
出
し

て
い
ま
す
。

　
「
日
中
友
好
の
た
め
に
は
、
お
互
い
に

相
手
を
知
る
こ
と
が
大
切
だ
。
相
手
を
知

る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
行
っ
て
み
る
こ
と

だ
。」

　

こ
れ
は
、
吉
備
中
央
町
の
偉
人
で
あ
る

岡
崎
嘉
平
太
さ
ん
の
言
葉
だ
。
こ
の
言
葉

を
胸
に
、
私
は
今
回
の
国
際
交
流
研
修
に

臨
ん
だ
。多
く
の
人
と
積
極
的
に
交
流
し
、

中
国
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
学
ん
で
き
た

い
。
吉
備
中
央
町
の
こ
と
、日
本
の
こ
と
、

そ
し
て
日
中
友
好
へ
の
思
い
を
し
っ
か
り

伝
え
て
き
た
い
。
大
き
な
期
待
で
い
っ
ぱ

い
だ
っ
た
。
一
方
で
、
反
日
デ
モ
や
暴
動

の
映
像
が
思
い
出
さ
れ
、
不
安
な
気
持
ち

も
少
し
あ
っ
た
。
そ
ん
な
期
待
と
不
安
が

入
り
混
じ
っ
て
の
出
発
と
な
っ
た
。

　

初
め
て
踏
む
中
国
の
地
。
文
化
や
習
慣

の
違
い
に
戸
惑
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、「
百

聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
の
諺
の
通
り
、
実

際
に
自
分
の
目
で
見
て
、
肌
で
感
じ
て
、

知
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

例
え
ば
、
日
本
人
に
比
べ
て
、
中
国
の

人
は
、
は
っ
き
り
と
自
己
主
張
す
る
人
が

多
い
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。
人
口
は
日

本
の
約
10
倍
。
多
く
の
人
の
中
で
は
、
自

分
の
意
見
を
し
っ
か
り
持
ち
、
は
っ
き
り

と
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

緊
迫
し
た
日
中
関
係
を
伝
え
る
報
道
も

あ
っ
た
が
、
私
が
出
会
っ
た
人
は
、
誰
も

が
友
好
的
で
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
聞

い
た
り
、
読
ん
だ
り
し
た
情
報
よ
り
も
、

実
際
に
会
っ
て
、
話
を
し
て
、
一
緒
の
時

間
を
共
有
し
て
得
る
も
の
が
、
ど
ん
な
に

大
き
く
、
貴
重
な
も
の
か
を
改
め
て
実
感

し
た
。

　

学
校
訪
問
で
は
、
教
育
環
境
が
充
実
し

て
い
て
、
私
達
の
学
校
と
は
比
べ
も
の
に

な
ら
な
い
ほ
ど
多
く
の
生
徒
が
、
電
子
黒

板
を
使
っ
た
画
期
的
な
授
業
を
熱
心
に
受

け
て
い
る
と
の
こ
と
に
刺
激
を
受
け
た
。

特
に
、
現
在
も
国
防
訓
練
が
行
わ
れ
て
い

る
と
聞
い
た
時
は
衝
撃
的
だ
っ
た
。

　

高
層
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
並
ん

で
い
た
が
、
ト
イ
レ
の
設
備
は
良
く
な

か
っ
た
。
水
洗
で
な
か
っ
た
り
、
ド
ア
が

閉
ま
ら
な
か
っ
た
り
、
そ
も
そ
も
ド
ア
が

無
か
っ
た
り
…
…
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
を
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
と
い
う
習
慣
に

は
、
一
週
間
経
っ
て
も
な
か
な
か
慣
れ
な

か
っ
た
。

　

心
配
し
て
い
た
言
葉
の
壁
も
、
身
振
り

手
振
り
、
笑
顔
、
そ
し
て
、
お
互
い
を
思

い
合
う
「
気
持
ち
」
で
、
乗
り
切
る
こ
と

が
で
き
た
。一
方
で
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
高
め
た
い
気
持
ち
が
強
ま
り
、

も
っ
と
語
学
を
勉
強
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
。

　

ま
た
、２
泊
３
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、

私
に
と
っ
て
最
高
の
思
い
出
と
な
っ
た
。

私
は
呉
晨
雨
宅
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
私
達
を
大
歓
迎
し

て
く
れ
、
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
を

し
て
く
れ
た
。
家
族
揃
っ
て
ご
飯
を
食
べ

た
り
観
光
を
し
た
り
、
テ
レ
ビ
を
観
な
が

ら
団
欒
し
た
り
。
私
も
家
族
の
一
員
に
な

れ
た
気
が
し
た
。

　

出
発
の
日
に
は
、
晨
雨
が
涙
を
流
し
て

別
れ
を
惜
し
ん
で
く
れ
、
再
会
を
誓
い

合
っ
た
。
私
達
の
繋
が
り
が
、
吉
備
中
央

町
と
淮
安
区
、
ひ
い
て
は
日
本
と
中
国
の

友
好
関
係
に
繋
が
っ
て
い
け
ば
い
い
な
と

願
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
国
際
交
流
研
修
を
通
じ
て
、
歴

史
や
文
化
、
生
活
習
慣
が
違
っ
て
も
、
相

手
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
や
、
理
解
し
合

お
う
と
す
る
気
持
ち
を
伝
え
合
う
こ
と

で
、
人
と
人
は
繋
が
る
こ
と
が
で
き
る
と

確
信
し
た
。
私
は
、
今
回
の
出
会
い
を
大

切
に
、
さ
ら
に
交
流
を
深
め
、
繋
が
り
を

広
げ
、
岡
崎
嘉
平
太
さ
ん
の
よ
う
に
、「
日

中
友
好
の
架
け
橋
」に
な
り
た
い
と
思
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
達
は
多
く

の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
心
と
き
め
く
素
晴

ら
し
い
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
国
際
交
流
研
修
に
関
わ
っ
て
く

だ
さ
っ
た
全
て
の
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
謝

謝
♡

を
振
り
別
れ
を
惜
し
む
子
ど
も
た
ち
の
姿

を
見
て
い
る
と
、
２
日
間
と
い
う
短
い
時

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
本
当
の
交
流
が

で
き
た
も
の
と
確
信
し
ま
し
た
。

　

日
本
で
見
る
報
道
で
は
、
日
本
と
中
国

の
間
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
あ
り
ま
す

が
、「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
と
い
う

言
葉
の
と
お
り
、
中
国
へ
行
き
、
自
分
の

目
で
見
て
、
耳
で
聞
い
て
、
心
で
感
じ
る

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
た

研
修
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
こ
の
機

会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
貴
重
な
時
間
を
共
有
し
、

共
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
中
学
生
の
諸
君

に
心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
た
い
と
思
い
ま
す
。
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岡
山
県
の
へ
そ
の
ま
ち
で
開
催

オ
ペ
ラ
を
通
し
て
芸
術
に
ふ
れ
る

　

8
月
31
日
、「
全
国
へ
そ
の
ま
ち
協
議
会
」
平
成
25
年
度

総
会
が
、「
岡
山
県
の
へ
そ
」
で
あ
る
吉
備
中
央
町
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
全
国
へ
そ
の
ま
ち
協
議
会
」
は
、全
国
各
地
で
「
へ

そ
」「
中
心
」「
ま
ん
な
か
」
な
ど
を
名
乗
る
自
治
体
に
よ
り

平
成
９
年
に
設
立
さ
れ
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で

の
全
国
８
市
町
村
が
加
入
し
、親
善
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

産
業
や
文
化
の
振
興
並
び
に
活
力
と
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
各
参
加
自
治
体
に
よ
る
近
況
報
告
の
ほ
か
、

地
域
活
性
化
な
ど
に
つ
い
て
お
互
い
に
情
報
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、総
会
後
は
町
内
に
あ
る
重
森
三
玲
記
念
館
や
、

岡
山
県
の
中
心
点
で
あ
る
岩
倉
公
園
（
上
田
西
）
を
視
察
、

同
公
園
内
で
総
会
開
催
記
念
と
し
て
加
入
市
町
村
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
樹
木
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の

�

安
心
安
全
の
た
め
に

　

９
月
９
日
、
円
城
駐
在
所

管
内
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
か

ら
円
城
小
学
校
、
円
城
幼
稚

園
に
防
犯
カ
メ
ラ
２
台
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

円
城
駐
在
所
管
内
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
は
平
成
17
年
10

月
に
発
足
。
岡
山
北
警
察
署

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
地
域
安
全

推
進
委
員
等
に
よ
り
構
成
さ

れ
、
地
域
の
安
全
確
保
を
目

的
に
週
２
回
の
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
、
岡
山
北
警
察
署
生
活
安
全
課
の
髙た

か

本も
と

恵け
い

介す
け

課
長

と
岡
山
北
警
察
署
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
原は

ら

田だ

典の
り

夫お

さ
ん
に

よ
り
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
近
年
増
加
し

て
い
る
不
審
者
の
学
校
等
へ
の
侵
入
に
よ
る
事
件
を
未
然
に

防
止
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
み
な
ら
ず
教

職
員
や
保
護
者
も
大
き
な
安
心
感
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

９
月
25
日
、
大
和
小
学
校
に
お

い
て
、
同
校
主
催
に
よ
る
「
芸
術

鑑
賞
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
鑑
賞
会
は
、
文
化
庁
が
実

施
す
る
「
次
代
を
担
う
子
ど
も
の

文
化
芸
術
体
験
事
業
」
の
一
環
と

し
て
オ
ペ
ラ
を
上
演
し
、
子
ど
も

た
ち
の
発
想
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
全
国
の
小
中
学
校
で
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
大
和
小
学
校
、
上
竹

荘
小
学
校
、
大
和
中
学
校
の
児
童

生
徒
と
保
護
者
、
地
域
の
方
や
吉

備
高
原
清
和
荘
の
利
用
者
な
ど
約

２
０
０
名
が
鑑
賞
。
一
般
財
団
法

人
オ
ペ
ラ
ア
ー
ツ
振
興
財
団
に
よ

る
「
カ
ル
メ
ン
」
の
上
演
が
始
ま

る
と
、
体
育
館
に
響
き
渡
る
出
演

者
の
歌
声
に
観
客
は
圧
倒
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
カ
ル
メ
ン
第
４
幕
で
は

大
和
小
学
校
６
年
生
児
童
12
名
が

街
の
子
ど
も
役
で
出
演
。
7
月
に

同
財
団
に
よ
る
演
技
指
導
を
受
け

て
、
こ
の
日
に
向
け
練
習
を
行
っ
て
き
た
児
童
た
ち
は
、
ス

テ
ー
ジ
で
見
事
に
役
を
演
じ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
初
め
て
オ
ペ
ラ
を
鑑
賞
し
た
大
和
中
学
校
2
年
生

の
石い

し

井い

宝た
か

準し

く
ん
は
「
と
て
も
声
が
高
く
て
す
ご
か
っ
た
」

と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
お
ふ
く
の
方
さ
ま
」顕
彰
碑
除
幕
式

　

９
月
14
日
、
下
土
井
に
あ
る
横
山
様
に
お
い
て
、「
お
ふ

く
の
方
さ
ま
」
顕
彰
碑
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
岡
山
城
主
宇
喜
多
秀
家
の
生
母
で
あ
る
「
お
ふ

く
の
方か

た

さ
ま
」
が
作
州
勝
山
高
田
城
か
ら
落
城
し
た
際
、
備

前
国
津
高
郡
下
土
井
村
（
現
在
の
大
字
下
土
井
）
に
隠
れ
住

ん
で
い
た
と
い
う
由
来
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域

の
有
志
に
よ
り
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

式
で
は
顕
彰
碑
建
立
の
世
話
人
で
あ
る
中な

か

山や
ま

良り
ょ
う

二じ

さ
ん
か

ら
「
今
ま
で
地
域
で
顕
彰
す
る
も
の
が
な
く
、
そ
の
由
来
を

伝
え
る
人
た
ち
が
徐
々
に
い
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、

今
後
は
こ
の
顕
彰
碑
を
通
じ
て
地
元
の
親
睦
、
あ
る
い
は
関

係
の
あ
る
地
域
と
の
村
お
こ

し
や
観
光
資
源
に
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
岡
山
市
観
光
大

使
「
宇
喜
多
秀
家
」
と
側
室

で
あ
る
「
豪
姫
」
と
「
お
ふ

く
の
方
さ
ま
」
伝
承
関
係
者

に
よ
る
除
幕
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

９
月
14
日
、
天
皇
が
即

位
さ
れ
る
時
に
献
上
す
る

米
を
栽
培
し
て
い
た
と
さ

れ
る
主す

基き

田で
ん（
豊
野
）で
、

主
基
田
保
存
会
（
代
表
森も

り

恭き
ょ
う

一い
ち

さ
ん
）
に
よ
る
収
穫

祭
り
（
ふ
れ
あ
い
農
業
体

験
）
が
行
わ
れ
、
豊
野
小

学
校
５
年
生
の
児
童
が
昔

な
が
ら
の
稲
刈
り
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
同
会
会
員

か
ら
稲
刈
り
用
の
か
ま
の
使
い
方
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ

た
後
、
子
ど
も
た
ち
は
稲
穂
を
手
作
業
で
丁
寧
に
刈
り
取
り

ま
し
た
。

　

刈
り
始
め
た
時
は
、
ぎ
こ
ち
な
い
様
子
で
し
た
が
、
時
間

が
経
つ
に
つ
れ
て
作
業
に
も
慣
れ
、
１
時
間
も
か
か
ら
な
い

間
に
、
約
３
０
０
㎡
の
丸
い
田
ん
ぼ
か
ら
稲
が
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
23
年
ぶ
り

に
新に

い
な
め
さ
い

嘗
祭
（
天
皇
が
、

そ
の
年
に
収
穫
さ
れ
た

新
穀
や
野
菜
を
神
に
お

供
え
し
、
そ
の
年
の
収

穫
を
感
謝
す
る
祭
儀
）

に
供
え
る
新
米
に
選
ば

れ
て
お
り
、
同
会
に

よ
っ
て
脱
穀
・
精
米
さ

れ
た
お
米
は
よ
り
細
か

く
選
別
さ
れ
、
一
升
を

献
上
す
る
そ
う
で
す
。

　

９
月
24
日
、
吉
川
の
神

護
寺
に
お
い
て
、
交
通
安

全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
吉
川
保

育
園
を
招
い
て
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
当

日
は
１
歳
か
ら
５
歳
ま
で

の
園
児
40
名
と
お
寺
の
世

話
人
、
同
地
区
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
園
児
た
ち

は
、
一
人
一
人
祭
壇
に
お

花
や
ろ
う
そ
く
な
ど
を
供

え
て
手
を
合
わ
せ
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
と
交
通
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

祈
願
の
後
に
行
わ
れ
た
交
通
安
全
教
室
で
は
、
岡
山
北
警

察
署
吉
備
高
原
駐
在
所
の
神か

み

本も
と

健け
ん

次じ

警
部
補
か
ら
「
車
に
乗

る
と
き
は
必
ず
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に
座
っ
て
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
締
め
ま
し
ょ
う
。
横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
は
、
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
と
手
を
つ
な
い
で
渡
り
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

掛
け
、
園
児
た
ち
は
元
気
な
声
で
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

主
基
田
稲
刈
り
体
験

園
児
を
招
い
て
交
通
安
全
教
室
開
催
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お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

11
月
の
行
政
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相
談
）
を

次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 11月15日（金）午前９時～正午

会場 老人福祉センター
ふれあい荘

井原コミュニティー
センター

相談
内容

行政相談
福祉相談

行政相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

日　
　
時

会　
　
場

11
月
５
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

11
月
19
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

消
費
生
活
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
「
困
っ
た
な
」
と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
相
談
を
! !

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

　

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談
に
つ
い
て

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※�

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
当
日
受
付
可
）

年
金
相
談
会

　

日
時　

11
月
７
日
㈭

�

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

加
茂
川
庁
舎
相
談
室

　

内
容　

��

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

閉
校
す
る
中
学
校
校
舎
な
ど

の
一
般
開
放
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
４
月
、
町
内
４
中
学
校
を
統
合

し
、
町
内
１
中
学
校
と
し
て
加
賀
中
学
校
が

開
校
す
る
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
や

学
校
整
備
を
現
在
進
め
て
い
ま
す
。

　

閉
校
す
る
中
学
校
に
対
し
て
多
く
の
思
い

出
が
あ
り
、
ぜ
ひ
、
閉
校
ま
で
に
校
舎
内
を

見
学
し
た
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
方
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
校
舎
な
ど
の
開
放
、
見
学
の
機

会
を
次
の
と
お
り
設
け
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
各
学
校
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
飲
食
と
学
校
器
具
備
品
を
使
っ
た

活
動
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
日　

時
】
平
成
26
年
１
月
５
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
１
日
㈯

　
　
　
　
　

と
も
に
午
前
９
時
～
正
午
ま
で

　

※�

平
日
の
授
業
日
に
あ
っ
て
は
、
生
徒
の

勉
学
等
の
影
響
が
な
い
範
囲
で
あ
れ
ば

対
応
も
可
能
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

加
茂
川
中
学
校

�

☎
０
８
６
７

－

３
５

－

０
１
２
３

　

竹
荘
中
学
校

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
０
０
７

　

吉
川
中
学
校

�

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

７
３
０
２

　

大
和
中
学
校

�

☎
０
８
６
６

－

５
５

－

５
８
０
０

　
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

　
お
知
ら
せ
し
ま
す

第
５
回
吉
備
中
央
町

�

早
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

総
社
～
田
土
線
の

運
行
時
間
等
の
改
正
に
つ
い
て

【
主　

催
】

　
　

吉
備
中
央
町
体
育
協
会

【
日　

時
】

　
　

平
成
26
年
２
月
９
日
㈰

【
場　

所
】

　
　
Ｊ
Ａ
び
ほ
く

　
　

営
農
セ
ン
タ
ー
前　

選
果
場

　
　
（
上
竹
２
６
４
６

－

１
）

【
参
加
費
】

　
　

３
０
０
円
（
当
日
集
金
）

【
種　

目
】

　
　

◎
２
㎞
コ
ー
ス

　
　
　

小
学
生
以
下
・
中
学
生
以
上　

　
　

◎
３
㎞
コ
ー
ス

　
　
　

小
学
生
以
下
・
中
学
生
以
上　

　
　

◎
10
㎞
コ
ー
ス

　
　
　

中
学
生
以
上

　
　

※
各
コ
ー
ス
男
女
別
表
彰

【
お
申
し
込
み
】

　

町
内
外
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
12
月
25
日
㈬
ま
で
に
参
加

申
込
書
お
よ
び
誓
約
書
（
20
歳
未
満
の
方
は

保
護
者
の
承
諾
書
も
必
要
）
を
事
務
局
ま
で

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

大
会
要
項
お
よ
び
参
加
申
込
書（
誓
約
書
・

承
諾
書
）
は
、
教
育
委
員
会
、
賀
陽
庁
舎
、

加
茂
川
庁
舎
、
各
支
所
・
出
張
所
、
か
も
が

わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
、
各
公
民
館
に
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
郵
送
を
ご
希
望
の
方
は
、
切
手
を

貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
事
務
局
ま

で
送
付
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
参
加
申
込
書

を
送
付
い
た
し
ま
す
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

〒
７
１
６

－

１
２
４
１

　

吉
備
中
央
町
吉
川
４
８
６
０

－

６

　
　
　

吉
備
中
央
町
体
育
協
会
事
務
局

　
　
　
（
吉
備
中
央
町
教
育
委
員
会
内
）

�

☎
０
８
６
６
ー
５
６
ー
９
１
９
１

　

平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
、
総
社
～
田
土

線
の
一
部
路
線
の
新
設
と
、
運
行
時
間
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　

※�

運
行
事
業
者
も
中
鉄
観
光
バ
ス
か
ら
中

鉄
バ
ス
に
変
わ
り
ま
し
た

◆
路
線
の
新
設
に
つ
い
て

　

�

総
社
駅
を
出
て
総
社
市
街
地
を
巡
回
し
、

再
び
総
社
駅
に
帰
っ
て
く
る
路
線
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

※
新
設
さ
れ
た
バ
ス
停

　
　

総
社
南
高
北
・
商
工
会
館
前
・
総
社

　
　

東
中
前
・
総
社
郵
便
局
前
な
ど

◆
路
線
の
延
長
に
つ
い
て

　

�

起
点
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生涯学習・人権フェスタ in吉備中央
日　時　　平成25年12月８日（日）
　　　　　午前９時30分～午後２時30分（予定）

会　場　　ロマン高原かよう総合会館／レインボーホール

主　催　　吉備中央町・吉備中央町教育委員会

内　容　　◦記念講演
　　　　　　　講師：舞の海秀平氏
　　　　　　　　　　（NHK大相撲解説者・スポーツキャスター）
　　　　　　　演題：「可能性への挑戦」
　　　　　◦学校における人権教育の取り組み発表（吉川中学校）
　　　　　◦明るい家庭づくり作文発表（４名：小学校低 ･中 ･高学年、中学生）
　　　　　◦学び体験コーナー
　　　　　◦人権習字（小学３・６年）・人権標語（中学２年）
　　　　　◦「人権の花」活動の写真

　【お問い合わせ先】　教育委員会　生涯学習班
　　　　　　　　　　☎０８６６－５６－９１９１　　０８６６－５６－９３９３
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11月は児童虐待防止月間です
　おや？あの子どうしたのかしら……。
　全国的に児童虐待の件数は増加しており、悲惨な事件が後を絶ちません。
　虐待をしてしまう多くの親は、最初から虐待をするつもりではありません。ほんのささいなことが少しず
つエスカレートして虐待につながってしまいます。
●平成25年度児童虐待防止推進月間標語　『さしのべた　その手がこどもの　命綱』
児童虐待とは
　●身体的虐待…殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせる　など
　●性 的 虐 待…子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にする　など
　●ネグレクト…�家に閉じこめる、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、重い

病気になっても病院に連れて行かない　など
　●心理的虐待…�言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子どもの目の前で家族に対し

て暴力をふるう　など

児童虐待は　社会全体で解決すべき問題です。
　・虐待を受けたと思われる子どもがいたら……　　・あなたが出産や子育てに悩んだら……
　・子育てに悩む親がいたら……
　　すぐに保健課または児童相談所など、下記のご相談・お問い合わせ先に連絡をしてください。
　【ご相談・お問い合わせ先】
　　　保健課　子育て支援班　　　　　　　　☎０８６６－５４－１３２６
　　　岡山県中央児童相談所　　　　　　　　☎０８６－２３５－４１５２
　　　児童相談所全国共通ダイヤル　　　　　☎０５７０－０６４－０００

11月８日は「いい歯の日」です
　岡山県民の歯と口の健康づくり条例が平成23年４月１日から施行となり、より多
くの方に歯と口の健康づくりに関心を持っていただくために「いい歯の日」が設け
られました。
　子どもの歯（乳歯）は１歳６カ月で生え揃います。吉備中央町では既に３歳で23.4％の子どもがむし歯になっ
ています。将来、むし歯にならないように、子どもの時からはみがきの習慣をつけて歯を守ってあげましょう。

★むし歯の原因
　口の中には、歯垢というむし歯菌の塊があります。歯垢1グラムには、むし歯菌が1兆個います。

★家族からのむし歯菌の感染に注意！
　子どものむし歯菌の多くは、身近にいる保護者などの「だ液」を通じて感染します。大人がかん
だ物を直接口移しで与えたり、スプーンやコップなどを共有するのは避けましょう！。頬ずりなど
のスキンシップでうつることはありません。

➡ ➡ ➡
むし歯菌

だらだらと食べていると…あれっ、歯に穴があいてしまった。むし歯になったんだ。おやつは１日２回以内、時間を決めて食べましょう。

はみがき教室を行っています♪
　吉備中央町では、６月から10月にかけて、幼稚園保育園を巡回して歯みがき教
室を行っています。
　歯みがきを丁寧にできました♪。おうちでも、必ず大人が仕上げ磨きをしてあ
げましょう。

【お問い合わせ先】　保健課　地域保健班　☎0866－54－1326

お口の中は
きれいかな？

平成25年12月17日㈫
受付時間　午前８：30～午前10：00

ロマン高原かよう総合会館

今年度の健診をまだ受けていない、65歳未満の方

日　時

会　場

対象者

内容等

申し込み

お申し込み･お問い合わせ先

健　診　名 対　象　者 定　員 料　　金

特定健康診査 国民健康保険加入者で
40～64歳の方 50人 1,500円

前立腺がん検診 50～64歳の男性 80人 400円

肝炎ウイルス検査
40～64歳の方でこれま
でに肝炎検査を受けた
ことがない方

80人 700円

胃がん検診 40～64歳の方 40人 1,000円

乳がん
検　診

視触診 30～64歳の女性 60人 300円
マンモグラフィ 40～64歳の女性 40人 1,200円

子宮頸がん検診 20～64歳の女性 80人 1,300円
＊いずれの健診も単独で受診することができます（ただし、マンモグラフィは除く）。

◦予約締切　11月29日（金）まで
　　　　　　電話は、土日祝を除く9：00～17：00
　　　　　　郵送は、11月29日消印まで
　　　　　　FAXは、11月29日17：00到着分まで
◦必要事項：住所、氏名、生年月日、連絡先、希望する健診名
◦申込受付後に受診票等をお送りします。
◦定員になり次第締め切りとさせていただきます。

保健課　地域保健班
☎0866－54－1326　 　0866－54－1306
〒716-1192　吉備中央町豊野1－2

FAX

働く世代を中心に、健診を実施します！
－65歳未満で、今年度の健診未受診者対象－

そうだ
健診に行こう !！

予約制
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平成25年度 吉備中央町園芸産地形成推進事業について
　ピオーネ・ブルーベリーの苗の植栽、ハウスの設置を計画されている方は、申請書の取りまとめを行いま
すので、下記の申請窓口までご連絡をお願いします。
　また、各窓口への申請期限を、11月15日（金）までとさせていただきますので、現在申請を検討中の方
はお早めに農林課までご相談ください。

補助事業名 申請窓口 事業内容 採択基準 補助率等

ピオーネ
植栽助成事業 農林課 苗代の補助

⑴�植栽地は１ａ以上、３本以
上の新植もしくは改植であ
ること。
⑵販売を目的としていること。
⑶果樹共済へ加入すること。

苗代の10/10

ブルーベリー
植栽助成事業

農林課
（吉備中央町ブルー
ベリー振興協議会事
務局（道の駅かよう
内）を経由）

苗、土壌改良
資材の補助

⑴�植栽地は３ａ以上、60本
以上の新植であること。
⑵販売を目的としていること。

苗代の10/10
苗１本につき、ピー
トモス25リットルの
10/10

ハウス野菜産地
形成推進事業 農林課 ハウス施設

整備費の補助

⑴�ハウスの面積は100㎡以上
250㎡以内であること。
⑵�生産された野菜は、販売を
目的としていること。

ハウス施設整備費1/2
以内、もしくは1㎡あ
たり2,250円のどちら
か低い額。ただし、消
費税を除く。

【お問い合わせ先】　農林課　農業振興班　☎０８６６－５４－１３１８

「人・農地プラン」を作成しませんか
地域の問題を解決するために
　�　担い手の高齢化や後継者不足、耕作放棄地の増加などで、５年後、10年後の展望が描けない集落・
地域が増えています。

　�　町は、「人と農地の問題」を解決するため、国の施策として推進している「人・農地プラン」の作
成を支援します。

「人・農地プラン」で決めること
　集落・地域における話し合いにより、
　　①地域の中心となる経営体（個人、法人、集落営農）は誰か。
　　②中心となる経営体にどの農地を集めるのか。
　　③中心経営体と中心経営体以外の農業者を含めた地域農業の在り方等を取り決めます。
　　　なお、決定した「人・農地プラン」は随時見直すことができます。

「人・農地プラン」関連事業
　「人・農地プラン」に位置づけられる方は、次の支援を受けることができます。
　　【青年就農給付金（経営開始型）】
　　　　45歳未満で就農後最大５年間給付金を給付（年間150万円）
　　【スーパーＬ資金金利負担軽減】
　　　　認定農業者が借り入れたスーパーＬ資金当初５年間無利子化
　　【農地集積協力金】
　　　　中心となる経営体の農地集積に協力する農地貸付者に協力金を交付（30～70万円／戸）

11月は年金月間です！
　公的年金制度は、長い老後の生活を安心できるものにするため、社会全体で高齢者の生活を支
えていく相互扶助の考えを取り入れた制度です。
　制度の健全な運営のためにも、一人一人が公的年金制度の意義を正しく認識し、きちんと加入
しましょう。

■年金は世代と世代の支え合い………………………………………………………………………
　若い世代の人は、「年金」というと、身近に感じられることは少ないかもしれませんが、やが
て訪れるあなた自身の老後や、あなたの親の老後生活には欠かせないものとなっています。
　もし、公的年金がなかったら、核家族化や少子化が進む中で、仕送りなど自分の親に対する経
済的な負担が大きくなります。
　また、病気やけが、経済変動などの予測不可能な出来事に、個人の貯蓄などだけで対応してい
くことは難しいものです。
　国民年金や厚生年金などの公的年金は、その時の若い世代が保険料を納めることによって高齢
世代を支える「世代と世代の支え合い」の仕組みによって成り立っています。

■国民年金５つの安心……………………………………………………………………………………
①�国民年金は、国が責任を持って運営する制度です。世代間で支え合う仕組みなので、日本の国
が存続する限り、つぶれることはありません。
②年金額の２分の１は、国が負担しています。
③国民年金は、どんなに長生きしても、生涯にわたって支給されます。
④国民年金は、老後の所得を保障する老齢基礎年金だけではありません。
　�病気や事故で障害が残った時には障害基礎年金、一家の働き手が亡くなった時には遺族基礎年
金が支給され、現役世代の「万一」にも備えることができます。
⑤国民年金の年金額は、物価等の経済の変動に応じてスライドし、実質価値が守られます。

■国民年金の加入者（被保険者）は３種類です…………………………………………………
　第１号被保険者……自営業者・農林漁業者・学生・無職の人
　第２号被保険者……会社員や公務員など、厚生年金や共済組合に加入している人
　第３号被保険者……厚生年金や共済組合の加入者（第２号被保険者）に扶養されている配偶者

　第１号被保険者になる場合は、役場で加入手続きが必要です。第２号被保険者になるには勤務
先、第３号被保険者になるには配偶者の勤務先への届出が必要です。
　結婚や就職、離職などで加入する種類が変わるときは、その都度届出をお願いします。

将来の年金受給は、加入し、保険料を納めることから始まります。公的年金制
度への皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

【お問い合わせ先】　住民課　戸籍住民班　　☎０８６６－５４－１３１６
【お問い合わせ先】　農林課　農業振興班　☎０８６６－５４－１３１８
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社
会
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国
民
年
金
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控
除
証
明
書
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発
行
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
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は
、
所
得
税
及
び
住
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税
の
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に
お
い
て
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額
が
社
会
保
険
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控

除
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対
象
と
な
り
ま
す
。
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ま
た
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間
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年
金
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２
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上
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に
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す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
場
合
も
、
納
付
さ
れ
た
ご
本
人
の

社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証

明
書
を
添
付
の
上
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

養
蜂
振
興
法
第
３
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
、
養
蜂
業
者
だ
け
で
な
く
趣
味
で
蜜
蜂
を

飼
育
し
て
い
る
個
人
の
方
も「
蜜
蜂
飼
育
届
」

の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
届
出
の
除
外
規
定
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
県
畜
産
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
詳
細
を

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
届
出
時
期
】

　
　

毎
年
１
月

【
届
出
事
項
】

　
　

�

届
出
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

飼
育
場
所
（
地
番
ま
で
記
入
）、
飼
育

予
定
蜂
群
数
な
ど

【
そ
の
他
】

　
　

�

蜜
蜂
飼
育
届
を
提
出
し
な
い
、
ま
た
は

虚
偽
の
届
出
を
し
た
と
き
は
、
10
万
円

以
下
の
過
料
に
処
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
備
前
県
民
局　

農
林
水
産
事
業
部

　

農
畜
産
物
生
産
課　

畜
産
班

�

☎
０
８
６

－

２
３
３

－

９
８
２
８

�

０
８
６

－

２
３
４

－

９
０
６
４

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

�http://w
w
w
.pref.okayam

a.jp/
page/349915.htm

l

FAX

狩
猟
期
間
の
お
知
ら
せ

　

11
月
15
日
か
ら
狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
、
農
作
物
等
へ
の
被
害
防
止

を
目
的
と
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
と
ニ
ホ
ン
ジ
カ

に
限
っ
て
は
、
狩
猟
期
間
を
１
ヶ
月
間
延
長

し
、
平
成
26
年
３
月
15
日
ま
で
と
し
て
い
ま

す
。

　

野
山
に
出
か
け
る
際
に
は
、
目
立
つ
色
の

服
装
を
心
が
け
る
な
ど
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
３
１
０

　

岡
山
県
備
前
県
民
局
森
林
企
画
課

�

☎
０
８
６

－

２
３
３

－

９
８
３
２

蜜
蜂
飼
育
者
の

�
届
出
制
度
に
つ
い
て

募　

集

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
宣
言
者
」募
集
中

　

県
で
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
を
宣
言
す
る
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
宣

言
者
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
車
の
運
転
方
法
を

少
し
工
夫
す
る
こ
と
で
、
燃
費
を
改
善
さ
せ

る
「
環
境
に
配
慮
し
た
運
転
」
の
こ
と
で

す
。
穏
や
か
に
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
で
加
速
す

る
「
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
」
や
、
ア
イ
ド
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
心
掛
け
る
こ
と
で
、
地
球

温
暖
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
二
酸
化
炭

素
や
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
原
因
と
な

る
大
気
汚
染
物
質
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
穏
や
か
な
発
進
を
心
掛
け
る
こ
と

で
燃
費
が
約
一
割
改
善
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

ガ
ソ
リ
ン
代
の
節
約
に
な
り
、
お
財
布
に
も

優
し
い
運
転
で
す
。

　

宣
言
者
に
は
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
ス
テ
ッ

カ
ー
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
職
場
な
ど
で
ま

と
め
て
応
募
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

県
庁　

環
境
企
画
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
２
８
５

お知らせ

　吉備中央町では、新成人の門出を祝う成人式を次のとおり行います。

　対象は、平成５年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた町内に住民登録されている方、

ならびに吉備中央町の出身で町外に転出されている方です。

　当日は、式典と記念行事を行います。記念行事は、心に残るものになるよう、新成人の代表で組

織された実行委員会が企画・運営します。

　お誘い合わせの上、多数のご参加をお待ちしています。

開催日時　平成26年１月12日（日）
　　　　　午前10時～午後１時30分

開催場所　吉備中央町吉川４８６０－６

　　　　　きびプラザ３階大ホール

参加申込　�町内に住民登録している方には11月中に案内状を送付いた

しますので、同封のはがきで出欠をお知らせください。

　　　　　�また、現在、町外に住民登録されている方で参加を希望され

る場合は、町教育委員会事務局へご連絡ください。

【お問い合わせ先】　教育委員会　生涯学習班　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　☎０８６６－５６－９１９１　　　０８６６－５６－９３９３

吉備中央町「成人式」の開催について

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
ご
不
明
な
点
は
、

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
、
ま
た
は
、
年
金
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

�

☎
０
５
７
０

－

０
７
０

－

１
１
７

　
　
　
　

※
11
月
１
日
か
ら
開
設

　

高
梁
年
金
事
務
所

�

☎
０
８
６
６

－

２
１

－

０
５
７
２

11
月
25
日
～
12
月
1
日
は

「
犯
罪
被
害
者
週
間
で
す
」

　

警
察
で
は
、犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
や
、

そ
の
ご
家
族
の
方
が
抱
え
る
問
題
、
要
望
に

お
応
え
す
る
た
め
、
警
察
本
部
及
び
警
察
署

に
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
関
係
機
関
・
団
体

と
連
携
し
て
問
題
解
決
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、犯
罪
被
害
給
付
制
度
は
も
と
よ
り
、

性
犯
罪
被
害
な
ど
の
公
費
負
担
制
度
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
な
ど
の
各

種
支
援
制
度
も
設
け
て
い
ま
す
。

　

毎
年
11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
ま
で
の

間
、
全
国
で
「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
社
会
が
一
体
と

な
っ
て
、
犯
罪
被
害
者
な
ど
を
思
い
や
り
、

犯
罪
被
害
者
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
な
ど
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
支
援
の
輪
を
広
げ
ま

し
ょ
う
。

■
犯
罪
被
害
相
談
電
話

　
お
か
や
ま
被
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　
（
県
警
察
本
部
内
）

�

☎
０
８
６

－
２
３
３

－

８
３
４
９

■
犯
罪
被
害
給
付
制
度

　

通
り
魔
殺
人
な
ど
の
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
や
そ
の
ご
家
族
に
対
し
、
国
か
ら
給
付

金
を
支
給
し
、
そ
の
精
神
的
・
経
済
的
打
撃

の
緩
和
を
図
り
再
び
平
穏
な
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

被
害
の
内
容
に
応
じ
て
、

　
　

○
遺
族
給
付
金

　
　

○
重
傷
病
給
付
金

　
　

○
障
害
給
付
金

が
一
時
金
と
し
て
給
付
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

県
警
察
本
部　

県
民
応
接
課

�

☎
０
８
６

－

２
３
４

－

０
１
１
０
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津
賀
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
８
０
７

◎
さ
わ
や
か
ク
ッ
キ
ン
グ

　「
華
や
か
に
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ニ
ュ
ー
」

　

■
日　

時
／
12
月
４
日
㈬

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

　

■
場　

所
／
津
賀
公
民
館

　

■
材
料
代
／
５
０
０
円　

　

■
持
参
品
／
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、て
ふ
き

　

■
申
込
締
切
／
11
月
25
日
㈪

◎
納
地
地
区
文
化
祭

　

■
日　

時
／
11
月
10
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　

■
場　

所
／
納
地
公
民
館

　

■
内　

容
／�

野
菜
品
評
会
・
即
売
会
・
目

方
当
て
ク
イ
ズ
・
餅
つ
き
・

餅
投
げ
・
バ
ザ
ー
・
お
茶
席
・

作
品
展
示
・
ス
テ
ー
ジ
発
表

豊
野
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

０
１
９
４

◎
吉
川
地
区
文
化
祭

　

■
日　

時
／
11
月
３
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
～
午
後
４
時

　

■
場　

所
／
吉
川
公
民
館

　

■
内　

容

　
　

�

作
品
展
示
・
お
茶
席
（
天
籟
庵
）・
う

ど
ん
バ
ザ
ー
・
試
食
コ
ー
ナ
ー
・
健
康

コ
ー
ナ
ー
・
盆
栽
教
室
・
花
の
即
売

　
　

ス
テ
ー
ジ
発
表

　
　
　

午
後
０
時
30
分
～
午
後
３
時

　
　

子
ど
も
祭
囃
子
・
も
ち
な
げ

　
　
　

午
後
３
時
30
分
～

◎
下
竹
地
区
文
化
祭

　

■
日　

時
／
11
月
３
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

　

■
場　

所
／
下
竹
荘
公
民
館

◎
豊
野
地
区
文
化
祭

　

■
日　

時
／
11
月
３
日
㈰

納
地
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

０
９
７
１

吉
川
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

７
０
２
０

下
竹
荘
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

０
９
７
０

図書館だより
かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

11月号

出会いの
月号

扉
2013年

11月の休館日
３日　４日
11日　17日
18日　25日

★11月23日（土）は休館ですが、読書フェスティバル開催に合わせ
　ロマン高原かよう図書館は、午後開館します。

＜一般書＞　�
　真面目だけが取り柄のサ
ラリーマン・倉田は、ある
日電車に割り込みしようと
した男を注意したことで、
その男からの悪質な嫌がら
せに悩まされるようにな
る。また一方、勤めている会
社内での不正に気付いた倉
田は、それを暴こうと動き
出す。いつまでも変わらな
いと思っていた平凡な日常
が少しずつ変化し始めた…。
�（ロマン高原かよう図書館）

＜児童書＞　�
　イヌは、さんぽに行った
らウンチを拾ってもらえ
るけれど、ほかのいきもの
たちは、いちいち拾っても
らったりしない。こんなに
たくさんのいきものがウン
チをしたら、ちきゅうはウ
ンチだらけになってしま
う！？…いえいえ、そんな
ことはありません。ウンチ
はどこへ行くのか、これを
読めばなるほどなっとく。
� （かもがわ図書館）

『ちきゅうがウンチだらけ
にならないわけ』

松岡たつひで/作・福音館書店/絵

＜新着図書紹介＞
館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　　名 著者・出版社 館

絵　
　
　

本

ぐるんぐるんつむじかぜ アーノルド･ローベル／ほるぷ出版 か

きゃっきゃキャベツ いわさゆうこ／童心社 か

シバ犬のチャイ 長谷川義史／BL出版 ロ

はなねこちゃん 竹下文子／小峰書店 ロ

児　

童　

書

ともだちはきつね 村上しいこ／WAVE出版 か

水木少年とのんのんばあの地獄めぐり 水木しげる／マガジンハウス か

なんでも魔女商会20 あんびるやすこ／岩崎書店 ロ

九九をとなえる王子さま はまのゆか／あかね書房 ロ

一
般
実
用
書

さをり織り 城みさを／ぶどう社 か

マスキングテープおしゃれワザ123 m&m&m’s／講談社 か

俺のイタリアン、俺のフレンチ 坂本孝／商業界 ロ

国家の命運 小川榮太郎／幻冬舎 ロ

一
般
読
み
物

ファミレス 重松清／日本経済新聞 か

ホテルローヤル 桜木紫乃／集英社 か

ジヴェルニーの食卓 原田マハ／集英社 ロ

死神の浮力 伊坂幸太郎／文藝春秋 ロ

お
は
な
し
の
へ
や
11月

司書が選ぶ

この一冊
★おいでおいで（乳幼児対象）毎月第２・第４木曜日
　　　　　　　　　　　　  　午前10時30分～午前10時50分
　　　14日（木）かもがわ図書館
　　　28日（木）ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）毎月第３土曜日
　　　　　　　　　　　　　　  　午後２時～午後２時50分
　　　16日（土）ロマン高原かよう図書館

出 演 レインボーさん

『ようこそ、わが家へ』
池井戸 潤／著　小学館

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
・
小
学
生
》�

河
田
　
和
枝
選
（
投
句
者
162
名
）

「
佳
作
」

　
　
　
一
人
ひ
と
つ
命
の
音
色
か
な
で
よ
う�

伊
達
　
　
諒

　
　
　
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
い
て
み
た
い
四
季
の
音�

石
井
奈
々
子

　
　
　
い
い
音
が
聞
こ
え
る
人
生
な
れ
る
か
な�

高
松
　
昌
志

　
　
　
聞
こ
え
な
い
そ
れ
で
も
つ
な
ぐ
手
話
が
あ
る�

菅
野
　
紗
彩

　
　
　
閉
校
へ
近
づ
く
鐘
の
音
後
何
回�

下
山
美
咲
子

「
三
光
」

　
人
　
音
楽
は
国
境
越
え
て
伝
わ
る
よ�

赤
木
　
智
佳

　
地
　
復
興
の
音
に
明
日
が
見
え
て
く
る�

井
上
菜
々
子

　
天
　
い
つ
か
ら
か
口
に
出
せ
な
く
な
る
本
音�

川
西
　
な
お

《
一
般
の
部
》�

生
駒
　
聖
天
選
（
投
句
者
27
名
）

「
佳
吟
」

　
　
　
玉
音
を
聴
い
た
あ
の
時
あ
の
失
意�

大
月
　
義
之

　
　
　
新
築
の
槌
音
響
く
過
疎
が
湧
く�

山
本
千
恵
子

　
　
　
聞
き
上
手
や
ん
わ
り
本
音
ひ
ょ
い
と
言
う�

中
尾
　
里
恵

　
　
　
足
音
を
待
つ
夕
食
の
笑
顔
の
輪�

行
森
　
定
女

　
　
　
矍
鑠
と
老
母
の
鍬
音
ひ
び
く
野
良�

丸
山
　
光
子

「
三
光
」

　
人
　
目
が
覚
め
て
今
日
の
命
の
音
を
聞
く�

宮
脇
　
和
恵

　
地
　
音
の
無
い
二
人
の
愛
を
紡
ぐ
手
話�

木
内
　
と
み

　
天
　
水
の
音
火
の
音
今
日
も
生
き
る
音�

黒
瀬
　
嘉
子

＊11月の課題は「本」、12月の課題は「時間」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆�町内皆さまのご参加をお待ちして
います。

　�毎月第３木曜日に円城公民館（総
合福祉センター）へ５首までを持
参。合評・互選などをしています。

町内に
在住在勤の方は
どなたでも
応募できます。

ひ
ざ
悪
く
歩
行
困
難
日
毎
増
す
作
業
療
法
士
の
回
診
を
待
つ�

土
居
　
於
栄

デ
イ
ケ
ア
同
じ
世
代
に
生
れ
し
者
思
い
出
遠
く
語
る
も
楽
し�

土
居
　
照
代

こ
の
橋
を
渡
れ
ば
わ
が
町
そ
の
き
は
に
案
山
子
立
ち
ゐ
て
町
長
も
御
座
す�

難
波
　
良
子

五
人
寄
り
笑
い
語
っ
た
日
は
遠
く
三
人
と
な
り
て
急
に
秋
め
く�

河
内
　
晶
子

朝
顔
も
急
な
寒
さ
に
半
開
き
蜜
蜂
花
包
の
中
に
動
か
ず�

山
本
　
豊
子

西
風
に
あ
ら
が
い
群
れ
る
「
あ
き
つ
」
見
ゆ
黄
金
色
せ
る
羽
光
ら
せ
て�

山
﨑
し
げ
る

酔
芙
蓉
昨
夜
の
夢
は
美
し
く
今
朝
は
早
く
に
う
す
紅
と
な
る�

國
只
由
紀
子

稲
刈
り
が
漸
く
お
わ
り
伸
ば
す
背
に
空
の
青
さ
が
深
く
し
み
こ
む�

中
山
　
文
恵

できた！ わが町じまんの壁新聞
夏休みの図書館行事に参加して壁新聞を作ってくれました！

國富初花（小１）「だいすきなやまとしょうがっこう」新聞
國富靖之（小１）「みんなではなび」新聞
信川香織（小２）「ブルーベリー」新聞
國富叶子（小３）「大和小学校の前に
　　　　　　　 　あるまきだに川じ
　　　　　　　 　まん！」新聞
綱嶋志穂（小３）「ブッポソウ」新聞
國富優介（小５）「我が町大和剣道
　　　　　　　　 自まん」新聞

貞徳寺物語
　役場賀陽庁舎から北西の、こん
もりと小高い森に貞徳寺という臨
済宗のお寺があったそうな…。
●日　時
　平成25年11月17日（日）
　　午後１時30分（午後１時受付）
●場　所
　ロマン高原かよう総合会館
●講　演
　郷土歴史家　芝村哲三氏
＊図書館は休館ですが、講座のみ開催します。

も
っ
と
多
く
の
人
に
…

　
　
も
っ
と
若
い
世
代
に
…

伝
え
た
い
歴
史
が
あ
り
ま
す

 

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

　

■
場　

所
／
豊
野
公
民
館

　

■
内　

容
／�

作
品
展
示
・
ス
テ
ー
ジ
発
表
・

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
・
も
ち
つ
か

み
・
旬
の
野
菜
即
売
な
ど
。

　

�　

バ
ザ
ー
で
は
う
ど
ん
、
山
菜
お
こ
わ
、

ド
リ
ン
ク
セ
ッ
ト
な
ど
秋
を
彩
る
内
容
で

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

お
知
ら
せ

あ
ら
く
さ
短
歌
会�

（
円
城
公
民
館
）　

放
送
川
柳
　
平
成
25
年
９
月
秀
句　

題
「
音
」（
津
賀
公
民
館
）

公
民
館

　

コ
ー
ナ
ー

郷土の歴史講座



おめ

でとう満1歳
便

鈴
木　

高
虎
ち
ゃ
ん
（
上
田
西
）

す
ず
き　

た
か
と
ら

平成24年11月30日生まれ

お兄ちゃん、お姉ちゃんと
仲良く、元気に育ってね！

藤
原　

希
華
ち
ゃ
ん
（
西
）

ふ
じ
わ
ら　

の
の
は

平成24年11月25日生まれ

いっぱい笑って元気に
育ってね♪♪

難
波　

梨
心
ち
ゃ
ん
（
宮
地
）

な
ん
ば　

り

こ

平成24年11月22日生まれ

大好きなねえねと
ずーっと仲よくね！
　　　　　　　　　父母より

吾
浦　

花
楓
ち
ゃ
ん
（
円
城
）

ご
う
ら　

か
え
で

平成24年11月１日生まれ

本
岡　

和
都
ち
ゃ
ん
（
豊
野
）

も
と
お
か　

か
ず
と

我が家のアイドル♡
いつも元気ですくすく大きく
なってね

平成24年11月10日生まれ

かえちゃんの成長が何より
楽しみです

　スポーツ・文化・芸術活動などで優秀な成績を収められた方（団体）を紹介してい
ます。情報をお寄せください。
　なお、掲載基準がありますので、詳しくは企画課公聴広報班へおたずねください。

　竹荘・大和中学校
　
優　　勝

　�文部科学大臣杯�
第５回全国少年春季軟式野球大会�
岡山県予選会

　　主催：全日本軟式野球連盟　岡山県支部
　　日程：9月21日㈯～22日㈰
　　会場：玉野市民総合運動公園野球場
　同中学校は、中国地区予選会へ岡山県代表として出場します。
　　主催：全日本軟式野球連盟中国支部　　日程：11月２日㈯～３日㈰　　会場：山陽小野田市野球場（山口県）

＜コメント＞
　キャプテン：平

ひら
井
い

　弦
げん

太
た

くん（竹荘中・２年）
　「初戦の倉敷南は練習試合では負けてしまったけど、勝ってリベンジできました。決勝戦の岡北中学校との対戦で
は、相手の体が大きくてみんな緊張していましたが、勝ち上がったことでみんなの自信につながりました。
　このチームは守りのチームなので、中国大会では守りからリズムを作って攻撃につなげ、できるだけ先制点を取っ
て勝ち上がっていきたいです。」

広報きびちゅうおう  2013.11 月号広報きびちゅうおう  2013.11 月号 1819

映画「じんじん」 吉備中央町上映会
●日　時　　平成25年12月１日（日）
　　　　　　午前９時30分開場　午前10時上映（上映時間約120分）
●場　所　　ロマン高原かよう総合会館／レインボーホール
●料　金　　一般前売り　１，０００円　　一般当日　１，５００円
　　　　　　小中高生共通　８００円（好評発売中）
●チケット販売所　
　　　　　　ロマン高原かよう総合会館、加茂川総合事務所、吉川支所、
　　　　　　大和支所、井原出張所、総合福祉センター
●主　催　　吉備中央町

　映画の舞台は北海道の小さな町、剣
けん
淵
ぶち
町です。そこでは、絵本を真ん中に、人と人の心が通う「絵

本の里づくり」を掲げ、町民は仕事の合間をぬって子どもたちに絵本を読み聞かせて、豊かな心を育
んでいます。その想いは町のすみずみまで届き、人々が助け合うまでに成長しました。企画・主演の
大地康雄さんがそこで見たのは絵本に目を輝かせる子どもたちであり、親と子の明るい未来でした。
大地さんが、「大人と子ども、親と子を結びつける力が絵本にあるということを伝えたい」という思
いで描いたこの映画をどうぞご覧ください。
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
の
表
紙
は
、
町
内
の
実
り
の

秋
の
象
徴
で
あ
る
稲
刈
り
の
風
景
で

す
。

　
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
町
内

の
水
田
で
は
稲
刈
り
が
最
盛
期
を
迎

え
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
青
く
澄
み
渡
っ
た
秋
空

の
も
と
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
稲
穂
が

生
み
出
す
美
し
い
風
景
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

【
編
集
後
記
】

▼
今
月
も
、
取
材
で
町
内
各
地
に
お

伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
、「
お
ふ
く
の
方
さ
ま
」

顕
彰
碑
除
幕
式
や
主
基
田
の
稲
刈
り

体
験
の
取
材
で
は
、
地
域
の
方
々
に

よ
る
、
地
域
の
歴
史
、
伝
統
を
守
っ

て
い
く
と
い
う
強
い
思
い
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
現

在
、
地
域
に
伝
わ
る
歴
史
や
伝
統
を

受
け
継
ぐ
人
た
ち
が
徐
々
に
減
り
、

歴
史
や
伝
統
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　
今
回
の
取
材
を
通
じ
、
改
め
て
自

分
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
歴
史
、
伝

統
に
目
を
向
け
、
次
の
世
代
に
受
け

継
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

�

石
井

　ご長寿夫婦、なんと合わせて205歳！！
　９月18日、特別養護老人ホーム吉備高原賀陽荘で森

もり
一
かず
男
お
さん（上竹・明治

42年生まれ104歳）と利
とし
枝
え
さん（大正元年生まれ101歳）夫婦のお祝い会が

開催されました。
　森さんご夫妻は、昭和８年にご結婚され、５人のお子さん、8人のお孫さん
に恵まれ、今年で結婚生活80周年、お二人合わせて205歳になりました。
　式では、入所者や家族が見守る中、ギネス世界記録の公式ウェブサイトを通

　かかし祭り開催
　毎年この時期恒例の「案山子まつり」（案山子まつり実行委員会主催）が豊野の主基田周辺で、９月１日から
14日まで開催されました。今年もテレビで話題のタレントや、社会風刺などを題材にした、話題性豊かな手作
りのユニークな案山子32点が並びました。
　また、案山子に加えて、豊野公民館の川柳・絵手紙クラブの作品も並び、会場を訪れた来場者を楽しませてい
ました。
　なお、８日に行なわれた来場者による審査の結果は次のとおりです。

じて「生存夫婦の最長総年齢」の記録申請も併せて行われ、夫婦で手をとりあって申請を行いました。
　式のあと、夫婦円満の秘訣の問いに利枝さんは「けんかをしないこと。今までけんかしたことはないよ」と笑
顔で元気に答えられました。
　これからもどうぞお元気で、お二人揃っての益々のご長寿をお祈りいたします。

イベント情報

●日　時　平成25年11月10日（日）小雨決行
　　　　　　受付午前９時～　出発午前９時30分
●集合場所　ロマン高原かよう総合会館前駐車場
●参 加 費　大人500円　　小学生以下300円（軽食込み）
●申込締切　11月５日（火）
●お申し込み・お問い合わせ先　吉備中央町観光協会（協働推進課内）
　　　　　　　　　　　☎0866－54－1301　　0866－54－1311

『大平山ハイキング』参加者募集

じねんじょ祭り

　いよいよ紅葉の美しい時季が近づいて来ました。今年もまちの恒例
行事となりました「大平山ハイキング」を実施いたします。
　今年の秋はどんな色に染まるでしょう??まちの最高峰(標高697ｍ)
で秋を満喫してみませんか？皆さまのご参加をお待ちしています。

●日　時　平成25年11月17日（日）
　　　　　　午前10時～午後3時　雨天決行
●場　　所　吉備高原都市センター区　さんさん広場
●お問い合わせ先　じねんじょ祭り実行委員会　☎0867－34－0326

　町内の生産者が丹精込めて作った自然薯、約1000本を、市価の２割引
きで販売します。
　あつあつの「とろろめし」「とろろうどん」をはじめ、じねんじょ入
りのお好み焼きやプリン等もご用意していますので、ぜひご来場いただ
き、秋の味覚をご堪能ください！

ブルーベリー
ババロアや
つきたてのおもち
もあります！

まちの
最高峰を
歩こう!!

●日　時　平成25年11月17日（日）
　　　　　開演：午前８時45分
●場　所　ロマン高原かよう総合会館／
　　　　　レインボーホール
　町内外から約80組の出演者が、カラオケ・舞踊など発表します。
●共　催　ふれあい芸能発表会実行委員会・吉備中央町
●お問い合わせ先　協働推進課　☎0866－54－1301

第10回 入場無料 !!ふれあい芸能発表会

★�第10回スペシャルゲストとして歌手の井上
由美子さんをお迎えし、約１時間の歌謡ス
テージをたっぷりとお楽しみいただけます。

【最優秀賞】「農夫」
吉岡家とゆかいな仲間たち

【優秀賞】「里山美人」
豊野老人クラブ

【３位】「フライングゲット」
Uターンおやじ


